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世界遺産ブームに見られるように、土木遺産は地域活性化の有用な手段となりえますが、そのた
めには土木遺産が持つ多様な価値や地域社会における役割を明確にしておく必要があります。学
生との共同作業を通じて、土木遺産を活用した地域活性化までお手伝いします。

土木遺産を題材にして、小中学校や自治会といった比較的コンパクトな単位で、例えば生涯学習
や地域の魅力を網羅したウォーキングコースづくりなどの地域活性化活動に貢献できます。大学
という特性を活かして、若者（学生）の目線を援用できることも特徴のひとつです。地域の魅力
を地元の方が再発見するきっかけになり、活性化の契機となると期待しています。
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